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昭和初期、当時の最先端を走っていた映画監督・村田実と牛原

虚彦監修のもと、1928年から1932年まで、全10号が刊行された

現場人による本格的な映画の「科学的」研究誌。実践から理論

まで、昭和初期における映画界の根本的な問題を研究。

全9巻

◆監修・解説◆アーロン・ジェロー Aaron Gerow イェール大学教授

本書の特色

●1933年4月刊行第1輯より1935年9月刊
行第3年第7輯まで、全18冊を数える当時の
画期的映画論誌全冊を完全復刻し、詳細な解
説を附す。

●各号に小津安二郎や溝口健二、衣笠貞之助
らの映画批評を掲載。これらの映画批評は
「映画研究」とまで称され、日本の映画研究の
レールを敷いた重要な雑誌。

●エイゼンシュタイン、プドフキン、アルン
ハイム等々外国人の映画論と成瀬巳喜男、島
津保次郎、瀧口修造、亀井文夫、千葉亀雄等
日本の映画理論との接点を探求する。

●映画やトーキーの芸術性、文学や演劇の映
画化、映画批評の在り方、著作権等々普遍的
な問題を意欲的に掲載し、学術的記事も豊富
に取り上げる。

映画芸術
研
究

芸術性、リアリズム論、精神分析、文学や演劇
の映画化、映画批評の在り方、映画の社会性・
文化性、著作権……、錚々たる執筆陣が徹底的
に分析、昭和初期における画期的映画論誌。ゆまに書房

 



刊
行
に
あ
た
っ
て

ア
ー
ロ
ン
・
ジ
ェ
ロ
ー

映
画
は
二
〇
世
紀
と
い
う
モ
ダ
ン
時
代
を
象
徴
し
て
は
い
る
が
、
そ
も
そ
も
映
画
と
は
何
な
の
か
、

そ
の
近
代
性
を
追
究
し
、
過
去
の
メ
デ
ィ
ア
と
い
か
に
異
な
る
か
を
問
う
こ
と
が
映
画
理
論
の
領
域

で
あ
る
の
な
ら
ば
、
日
本
に
お
け
る
映
画
理
論
は
、
な
ぜ
日
本
国
内
に
お
い
て
さ
え
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
の
か
。
傑
作
映
画
を
世
界
に
多
く
輩
出
し
、
映
画
の
理
論
的
な
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
映
画
理
論
入
門
書
の
中
で
さ
え
も
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
。
今
回
の
『
映
画
芸
術
研
究
』
の
復
刻
に
よ
っ
て
、
そ
の
誤
謬
を
正
す
機
宜
を
得
た
。
欧
米

の
映
画
理
論
を
多
く
紹
介
し
た
佐
々
木
能
理
男
、
佐
々
木
富
美
男
の
編
集
に
よ
る
『
映
画
芸
術
研
究
』

は
、
当
時
に
お
け
る
画
期
的
な
映
画
論
誌
で
あ
っ
た
。
映
画
や
ト
ー
キ
ー
の
芸
術
性
、
リ
ア
リ
ズ
ム

論
、
精
神
分
析
、
文
学
や
演
劇
の
映
画
化
、
映
画
批
評
の
在
り
方
、
映
画
の
社
会
性
・
文
化
性
、
著

作
権
な
ど
と
い
っ
た
普
遍
的
な
問
題
を
意
欲
的
に
取
り
上
げ
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
長
文
に
亘
る
そ

の
追
究
は
独
創
的
で
も
あ
る
。
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
、
プ
ド
フ
キ
ン
、
ア
ル
ン
ハ
イ
ム
な
ど
の
著

名
な
外
国
人
の
映
画
理
論
を
も
加
え
、
主
た
る
東
京
帝
大
美
学
出
身
の
執
筆
陣
が
そ
れ
ら
を
徹
底
的

に
分
析
し
、
日
本
の
映
画
論
壇
の
存
在
感
を
あ
ぶ
り
出
す
。
学
術
的
な
記
事
の
他
に
も
成
瀬
巳
喜
男
、

島
津
保
次
郎
、
瀧
口
修
造
、
亀
井
文
夫
、
飯
島
正
、
千
葉
亀
雄
な
ど
の
映
画
制
作
者
や
評
論
家
が
、

理
論
と
実
践
の
接
点
を
も
探
求
し
て
い
る
。
象
徴
的
だ
っ
た
の
は
、『
映
画
芸
術
研
究
』
の
各
号
に
掲

載
さ
れ
た
小
津
安
二
郎
、
溝
口
健
二
や
衣
笠
貞
之
助
な
ど
の
映
画
に
対
す
る
評
論
は
、「
映
画
批
評
」

で
は
な
く
「
映
画
研
究
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。『
映
画
芸
術
研
究
』
は
、
日
本
の
映
画
研
究
の

レ
ー
ル
を
敷
い
た
雑
誌
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

イ
ェ
ー
ル
大
学
教
授

●
１
●

映
画
芸
術
研
究
第
一
輯

一
九
三
三
年
四
月
発
行

発
声
映
画
芸
術
の
根
本
問
題
（
佐
々
木
能
理
男
）
／
発

声
映
画
の
芸
術
的
展
望
（
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ハ
ン
タ
ア
／

小
林
勝
訳
）
／
映
画
芸
術
に
於
け
る
社
会
主
義
的
レ
ア

リ
ズ
ム
の
諸
問
題
（
ベ
エ
ロ
・
ボ
ラ
ア
ジ
ュ
／
ボ
リ
ケ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
／
ザ
レ
ス
キ
イ
／
馬
上
義
太
郎
訳
）
ほ
か

映
画
芸
術
研
究
第
二
輯

一
九
三
三
年
五
月
発
行

映
画
芸
術
学
の
方
法
に
関
す
る
断
想
（
板
垣
鷹

穂
）
／
オ
ペ
レ
ッ
タ
、
レ
ヴ
ュ
ー
其
他
（
森
岩

雄
）
／
映
画
批
評
の
新
精
神
（
泣
澤
宴
）
／
ル
ウ
ベ

ン
・
マ
ム
ウ
リ
ア
ン
評
伝
（
双
葉
十
三
郎
）
／
成
瀬

巳
喜
男
論
（
杉
本
俊
一
）
／
シ
ネ
マ
と
演
劇
（
ベ
ル

ン
・
ハ
ル
ト
・
デ
ィ
ボ
ル
ト
／
岡
田
真
吉
訳
）
ほ
か

●
2
●

映
画
芸
術
研
究
第
三
輯

一
九
三
三
年
七
月
発
行

映
画
芸
術
の
内
容
と
形
式
に
就
い
て
（
佐
々
木
能
理

男
）
／
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ト
リ
ヴ
ァ
ス
映
画
を
語
る

（
岡
田
真
吉
）
／
映
画
俳
優
の
演
技
の
分
析
（
イ
ッ
ポ

リ
ト
・
ソ
コ
ロ
フ
／
相
川
楠
彦
訳
）
／
涙
を
も
つ
た

活
動
写
真
術
！
勉
学
の
方
法
（
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ

ン
／
佐
々
木
能
理
男
訳
）
ほ
か

映
画
芸
術
研
究
第
四
輯

一
九
三
三
年
八
月
発
行

ア
メ
リ
カ
映
画
の
精
神
分
析
学
（
泣
澤
宴
）
／
時
代

劇
映
画
の
双
曲
線
（
佐
々
木
能
理
男
）
／
日
本
新
鋭

し
ね
あ
す
と
十
人
抄

山
上
伊
太
郎
氏
・
伏
見
晃

氏
・
小
林
正
氏
・
伊
丹
万
作
氏
・
小
津
安
二
郎
氏
・

木
村
荘
十
二
氏
・
小
石
栄
一
氏
・
山
中
貞
雄
氏
・
稲

垣
浩
氏
・
内
田
吐
夢
氏
（
杉
本
俊
一
）
ほ
か

●
3
●

映
画
芸
術
研
究
第
五
輯

一
九
三
三
年
十
月
発
行

新
し
き
美
学
の
設
計
と
映
画
芸
術
の
様
式
決
定
（
井

映
画
芸
術
研
究
第
十
輯

一
九
三
四
年
十
月
発
行

映
画
病
理
学
（
映
画
と
社
会
）（
井
伊
亜
夫
）
／
現
実
離

脱
に
よ
る
現
実
形
成
（
佐
々
木
能
理
男
）
／
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
偏
重
論
の
批
判
（
菊
盛
英
夫
）
／
映
画
芸
術
の

挽
歌
（
二
）（
高
季
彦
）
／
映
画
に
於
け
る
不
安
の
精
神

（
井
伊
亜
夫
）
／
技
巧
の
こ
と
な
ど
（
成
瀬
巳
喜
男
）
／

ジ
ョ
ー
ジ
・
ギ
ュ
ー
カ
ー
論
（
野
口
光
久
）
ほ
か

●
6
●

映
画
芸
術
研
究
第
十
一
輯

一
九
三
四
年
十
二
月
発
行

映
画
批
評
と
綜
合
芸
術
と
し
て
の
映
画
（
佐
々
木
能

理
男
）
／
映
画
と
芸
術
性
（
井
伊
亜
夫
）「
に
ん
じ
ん
」

か
ら
「
テ
ナ
シ
チ
イ
」
へ
（
内
藤
濯
）
／
「
其
の
夜
の

女
」
の
こ
と
ど
も
（
島
津
保
次
郎
）
／
島
津
保
次
郎
の

素
描
（
相
川
楠
彦
）
／
伊
藤
大
輔
論
（
杉
本
俊
一
）
ほ
か

映
画
芸
術
研
究
第
十
二
輯（
第
三
年
第
一
輯
）

一
九
三
五
年
一
月
発
行

映
画
に
於
け
る
リ
ア
リ
ズ
ム
の
道
（
菊
盛
英
夫
）
／

批
評
の
寓
話

―
マ
テ
オ
・
フ
ア
ル
コ
ネ
の
論
理
―

（
井
伊
亜
夫
）
／
当
面
の
問
題
―
映
画
理
論
家
は
何

を
為
す
べ
き
か
―
（
若
江
俊
二
）
／
論
争
の
春
（
高

季
彦
）
／
「
坊
つ
ち
や
ん
」
の
脚
色
（
小
林
勝
）
／

リ
ア
リ
ズ
ム
に
即
い
て
の
断
章

―
神
企
て
人
決
す

―
（
北
川
鉄
夫
）
／
相
川
楠
彦
君
の
死
を
悼
む
／
ル

ネ
・
ク
レ
エ
ル
論
文
集
（
瀧
口
修
造
訳
）
ほ
か

●
7
●

映
画
芸
術
研
究
第
三
年
第
二
輯

一
九
三
五
年
二
月
発
行

映
画
芸
術
の
世
界
観

―
僕
の
ト
オ
キ
イ
芸
術
学
・

序
論
―
（
菊
盛
英
夫
）
／
春
琴
抄
と
映
画
（
井
伊
亜

夫
）
／
ル
ネ
・
ク
レ
ー
ル
論
（
高
季
彦
）
／
新
世
界

の
序
楽
（
杉
山
平
一
）
／
「
最
後
の
億
万
長
者
」
を

見
て
（
岡
田
真
吉
）
／
改
訳

映
画
脚
本
と
映
画
監

督
（
四
）（
プ
ド
ー
フ
キ
ン
）
ほ
か

映
画
芸
術
研
究
第
三
年
第
三
輯

一
九
三
五
年
四
月
発
行

各
巻
の
お
も
な
収
録
記
事

●
見
本
（
約
50
％
に
縮
小
）。

伊
亜
夫
）／
ト
オ
キ
イ
劇
作
法
第
一
課（
一
）（
佐
々
木
能

理
男
）
／
小
説
の
ト
オ
キ
イ
化
に
於
け
る
諸
問
題

映

画
、
演
劇
、
文
芸
の
交
流
、
劇
的
シ
チ
ュ
ェ
シ
ョ
ン

の
考
察
―
（
大
内
秀
邦
）／
時
代
劇
映
画
脚
本
の
新
生

面
―
又
は
山
上
伊
太
郎
研
究
―
（
杉
本
俊
一
）
／
ル

イ
ズ
・
マ
イ
ル
ス
ト
ン
論
（
相
川
楠
彦
）
ほ
か

映
画
芸
術
研
究
第
六
輯

一
九
三
三
年
十
一
月
発
行

探
竿
影
草
（
小
林
勝
）
／
新
し
き
美
学
の
設
計
と
映

画
芸
術
の
様
式
決
定
（
二
）（
井
伊
亜
夫
）
／
ト
オ
キ

イ
劇
作
法
第
一
課
（
二
）（
佐
々
木
能
理
男
）
／
ク
レ

シ
ョ
フ
映
画
芸
術
論
（
三
）

我
が
経
験
論
（
馬
上
義

太
郎
訳
）
／
映
画
俳
優
の
演
技
の
分
析
（
イ
・
ソ
コ
ロ

フ
）（
三
）（
相
川
楠
彦
訳
）
ほ
か

●
4
●

映
画
芸
術
研
究
第
七
輯

一
九
三
三
年
十
二
月
発
行

映
画
芸
術
へ
の
頌
歌
演
劇
と
映
画
（
芸
術
方
法
の
歴

史
的
発
展
を
基
礎
と
す
る
両
ジ
ヤ
ン
ル
の
対
比
研
究
）

（
井
伊
亜
夫
）
／C

harles
R
.R
ogers

と
そ
の
一
党

（
筈
見
恒
夫
）
／
ク
レ
シ
ョ
フ
映
画
芸
術
論
（
四
）

我

が
体
験
録
（
馬
上
義
太
郎
訳
）
／
映
画
俳
優
の
演
技

の
分
析
（
イ
・
ソ
コ
ロ
フ
）
完
（
相
川
楠
彦
訳
）
ほ
か

映
画
芸
術
研
究
第
八
輯

一
九
三
四
年
二
月
発
行

映
画
文
化
の
限
界
性
（
菊
盛
英
夫
）
／
映
画
批
評
に

於
け
る
哲
学
の
貧
困
（
井
伊
亜
夫
）
／
映
画
批
評
の

当
面
の
問
題

―
映
画
批
評
の
新
段
階
に
寄
せ
て
―

（
北
川
鉄
夫
）
／
ト
オ
キ
イ
脚
本
構
成
論
（
佐
々
木
能

理
男
）
／
俳
優
の
仕
事

―
舞
台
と
映
画
（
プ
ド
ー
フ

キ
ン
）
ほ
か

●
5
●

映
画
芸
術
研
究
第
九
輯

一
九
三
四
年
七
月
発
行

映
画
の
社
会
性

―
え
ぴ
ぐ
ら
む
風
に
―
（
大
森
義

太
郎
）
／
発
声
映
画
の
原
理
と
し
て
の
非
同
時
性

（
プ
ド
ー
フ
キ
ン
）
／
発
声
映
画
に
於
け
る
リ
ズ
ム

の
諸
問
題
（
プ
ド
ー
フ
キ
ン
）
／
映
画
芸
術
の
挽
歌

（
高
季
彦
）
／
波
頭
の
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ウ
エ
ル
マ
ン

（
相
川
楠
彦
）
／
伊
丹
万
作
（
杉
本
俊
一
）
ほ
か

制
作
と
鑑
賞
（
佐
々
木
能
理
男
）
／
山
中
貞
雄
小
論

（
滋
野
辰
彦
）
／
キ
ン
グ
・
ヴ
イ
ダ
ー
の
人
間
描
写

（
佐
々
木
能
理
男
）
／
ダ
イ
ナ
ミ
ツ
ク
・
メ
ロ
ド
ラ

マ
（
中
野
俊
彦
）
／
ヘ
ク
ト
＝
マ
ク
ア
ー
サ
ア
が
興

行
者
と
喧
嘩
し
た
話
（
大
門
一
男
）
／
伊
丹
万
作
そ

の
人
と
芸
術
（
杉
本
峻
一
）
ほ
か

●
8
●

映
画
芸
術
研
究
第
三
年
第
四
輯

一
九
三
五
年
五
月
発
行

映
画
の
文
化
水
準
（
千
葉
亀
雄
）
／
映
画
を
作
る
も

の
（
飯
島
正
）
／
リ
ユ
イ
ズ
・
マ
イ
ル
ス
ト
ン
論

（
中
野
俊
彦
）
／
ロ
バ
ー
ト
・
リ
ス
キ
ン
の
脚
色
に

つ
い
て
（
永
見
隆
二
）
／
ゲ
ツ
ア
・
フ
オ
ン
・
ボ
ル

フ
ア
リ
イ
小
論
（
野
口
久
一
）
／
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ

の
聖
書
（
バ
イ
ブ
ル
）（
ヴ
ア
ラ
エ
テ
イ
紙
批
判
）（
中

野
俊
彦
）
／
舞
踊
映
画
の
展
望
（
中
村
秋
一
）
ほ
か

映
画
芸
術
研
究
第
三
年
第
五
輯

一
九
三
五
年
六
月
発
行

文
学
、
映
画
、
等
々
（
今
日
出
海
）
／
映
画
の
詩
的

抽
象
と
表
現
の
問
題
（
佐
々
木
能
理
男
）
／
傾
向
映

画
に
関
す
る
回
想
（
１
）（
岸
松
雄
）
／
シ
ナ
リ
オ

学
の
確
立
に
つ
い
て
（
八
住
利
雄
）
／
ジ
ユ
リ
ア

ン
・
デ
ユ
ヴ
イ
ヴ
イ
エ
素
描
（
筈
見
恒
夫
）
／
初
夏

映
画
雑
筆
（
津
村
秀
夫
）
ほ
か

●
9
●

映
画
芸
術
研
究
第
三
年
第
六
輯

一
九
三
五
年
七
月
発
行

映
画
批
評
家
へ
の
書
簡
（
井
伊
亜
夫
）
／
ザ
ナ
ツ
ク

の
悟
達
―
日
本
映
画
に
就
い
て
の
感
想
（
１
）（
菊

盛
英
夫
）
／
傾
向
映
画
に
関
す
る
回
想
（
２
）（
岸
松

雄
）
／
ア
メ
リ
カ
映
画
脚
色
の
傾
向
（
永
見
隆
二
）
／

人
は
何
故
猿
を
嫌
悪
す
る
か

―
映
画
に
な
つ
た

「
春
琴
抄
」
の
こ
と
―
（
井
伊
亜
夫
）
ほ
か

映
画
芸
術
研
究
第
三
年
第
七
輯

一
九
三
五
年
九
月
発
行

大
熊
信
行
氏
「
恋
愛
・
映
画
・
新
聞
小
説
」
へ
の

返
信

―
経
済
学
者
の
第
二
思
想
に
答
へ
る
映
画
研

究
者
の
第
二
思
想
―
（
井
伊
亜
夫
）
／
改
正
著
作
権

法
と
映
画
（
佐
々
木
能
理
男
）
／
演
劇
作
品
の
映
画

化
（
ジ
ヤ
ツ
ク
・
ド
ヴ
ア
ル
／
岡
田
真
吉
訳
）
／
ロ
シ

ア
映
画
様
式
に
就
て
（
２
）（
今
村
太
平
）
ほ
か


